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大田高校
便り 回覧

－繋ぎ、結び、銀の歴史に続く物語をここから－

３月１日、春の訪れを感じる晴れの
日、大田高校卒業式が挙行されました。
３年生１３８名がしっかりと卒業証書
を受け取り、大田高校を卒業しました。
最後のホームルームでは３年間過ごし
た仲間たちへ、お世話になった先生へ、
そしていつも支えてくれた保護者のみ
なさんへの感謝の言葉が教室中に溢れ
ていました。卒業生の今後の活躍を期
待しています。

先輩方と話して、これから先不安もあるけれど、失敗しなが
らもいろいろな人と出会って、成長していけばいいんだとい
うことが分かりました。将来に不安しかなかったけれど、い
ろんな経験をしてきた先輩から話を聞いたり、自分の話を聞
いてもらったりして、気持ちが少し楽になりました。未来に
希望が持てました！いろんなことに挑戦していきたいです！

卒業証書授与式挙行
～ 新たな希望を胸に ～

理数科課題研究発表会
理数科２年生は半年間かけてそれぞれのチームで

テーマを決めて課題研究を行ってきました。その最終
成果発表が２月に行われました。研究内容は以下の通
りです。中でも生物２班は県の発表会で優秀賞を獲得
し、今年８月に行われる中国・四国・九州大会に出場
することが決まりました。

DAIKOU HOUR
１年生が「自己理解」をテーマに地域の大人

や大学生との対話活動を行いました。先輩たち
が人生の中でどのように自分自身と向き合って
きたのかを聞いたり、自分が考えていることを
先輩に聞いてもらうことを通して、自分自身に
向き合う時間になりました。
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大田高校の新たな取り組みとして、プログラミン
グ学習に力を入れています。日本のIT業界のトップ
レベルの方々をお招きして、講演の中で最先端の知
識に触れたり、実際にプログラミング学習を受けた
りしました。これらをとおして、これからの社会に
必要な力や考え方を身に着けます。

DAIKOU
LIFE

PICK
UP

プログラミング学習
の推進

マイクロソフトディベロップメント株式会社
代表取締役社長 榊原彰氏 講演

プログラミング学習

(株)日本ワイドコミュニケーション
代表取締役 松井保氏 講演

ヨガやエアロビクス、柔道や剣道を
通して、身体も心も鍛えました。

大田保育園のみなさんと交流しながら、
野球の楽しさを伝えました。

講師は、卒業生の家迫さん（島根県立
大学３年生）。家迫さんの研究内容や
クイズを通して、防災について理解を

深めました。

ジグソー法という手法を使った数学の
授業。実生活と結び付けたり、仲間と
協働して、数学の理解を深めます。

裁判の模擬体験をしたり、先輩の話
を聞いたりすることで、大学での学
びについてイメージが膨らみました。

実習をとおして
楽しく学ぶことができました。

全世界に大田市・大森の魅力を発信
し続ける三浦さんのお話は、地域を

見直す機会になりました。

１月から放課後に「おおだ共育共創ラボ」
という活動を行っています。地域の方と高校
生が交流をしたり、「やってみたいこと」を
考えたり形にしたりする活動です。今年度は
初企画として、大田をもっと楽しく！を目的
に大高生と地域の大人が協力して「逃走中」
を企画・実施しました。結果は大成功！これ
からも大高生の挑戦は続きます！


